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写真②

ガイドブックリニューアル記念 平成２７年度かわさき産業ミュージアム講座 

第１回 「川崎駅周辺の変遷」 

望月 一樹 氏（川崎市市民ミュージアム学芸室長） 

平成２７年１１月１３日（金）  １８：３０～２０：３０ 

川崎区役所 ７階 第１・第２会議室 

■講師紹介 

 １９６１年生まれ。開館当初から川崎市市民ミュージアムで学芸

員として勤務し、現在にいたる。「東海道」展・「池上幸豊」展・「二

ケ領用水ものがたり」展・「近代川崎人物伝」展など、多くの企画

展を担当する。 

（１）はじめに 

 川崎市市民ミュージアムで学芸員をしております望月と申します。

よろしくお願いいたします。 

私が川崎駅、この市民ミュージアムに関わるようになって、最初

に川崎駅に降りたのが昭和６１年です。当時まだミュージアムは開

館していなくて、その準備室が、現在のりそな銀行、当時の協和銀行の上にありまして、そこへ訪ねたのが昭和６１年の５

月の終わりか６月の頭だったと思います。当時まだ地下街ができていなくて工事中で非常に雑然とした駅前の道を渡って、

岡田屋モアーズの横を通って行ったのを今でも覚えています。その後、四半世紀はあっという間で、その当時の面影がな

いくらいに川崎駅周辺はすっかり変わってしまいました。 

最初に、これは２年前に私共の方で「カワサキ・シティ」という川

崎の都市発展の展覧会を開催した時に制作をした、５分ちょっと

ほどの映像です。（写真①、②） 

普段買い物ですとか、通勤ですとか、いろんな形で川崎駅周辺

を使われていると思うのですけれど、普段の生活の中でその景観

がどうなっているかは、つい見落としがちなものです。そこで俯瞰

的に、川崎駅周辺がどうなっているのかを確認するため、２０１３年、

今から２年前の夏のある一日の、朝から夜の川崎駅周辺の風景を

まずちょっと見ていただいた後に、講座の方を始めたいと思いま

す。 

（映像） 

これは模型ではなく、特殊な撮影の仕方で俯瞰して川崎駅を映

しているものです。これは実はアートガーデンのあるビルの上の方

の部屋を借りて、ずっと定点で撮影したものです。 

今日は市制施行後の川崎駅周辺、特に東口、この市役所側を

中心に話をさせていただきながら、現在チネチッタと呼ばれていま

すけれども、川崎の映画街を造りました美須鐄さんについても、最

後の方で少しお話をさせていただいて、美須さんが川崎の駅前の

発展に非常に尽力をしたという話も紹介をしていきたいと思いま

す。 

望月 一樹氏

写真①



2 

さて、都市というものを考える前に、その原風景たるものがどういったものだったのか、江戸時代の川崎駅ともいえる川崎

宿がどんな様子だったのかを、まず最初にご紹介をしておきたいと思います。 

ご承知の通り、川崎宿は元和９年、１６２３年に、宿場として成立をしております。皆さんよくご存知なのは１６０１年に東海

道の宿駅ができたということなのですけれども、実はそれから遅れること２０数年ほどして、川崎には宿場ができたというこ

とになります。それまでは品川の次は神奈川まで、約５里ほどですね、宿場がなかったのですけれども、ちょっと距離が長

すぎるということで、ちょうど中間位置にあたる川崎に宿場ができたということです。 

川崎宿は、基本的には中身は４つの町で構成されていまして、多摩川の方から見ますと、久根崎（くねさき）、新宿（しん

しゅく）、砂子（いさご）、小土呂（こどろ）という4つの町からできておりました。当初は新宿と砂子の２町で宿場を担っていた

のですけれども、東海道というのは、しょっちゅう参勤交代をはじめ、いろいろと大通行があるので、２町だけでは負担が担

いきれないということで、寛永１５年、１６３８年にその両側に控えていた久根崎と小土呂も加えて、４町という形になったので

す。川崎宿の資料は残念ながら古い資料はほとんどなく、１８世紀の後半に大火に見舞われ、ほとんどの記録が燃えて灰

になってしまい、現在残っているのは多くが幕末期のものが中心になっています。そうした中で、幕府の方で東海道の宿場

を網羅的に調査しました、東海道宿村大概帳というのが残っております。天保１４年に作られたものなのですけれども、そ

れをもとに川崎宿を見てみますと、宿場の街並みが、だいたい南北で言いますと１３町５２間、約１.５㎞の長さがあったという

ことです。記録によっては、長さが微妙に違います。どこからどこまでを宿場として押さえていたかということで、若干の違い

が出くるのだと思いますが、基本的にこの大概帳ですと、この距離で書かれております。また道幅は３間半から４間と記され

ています。ですからほぼ今の旧東海道とそんなに大きくは変わらない道幅かと思います。その川崎宿には家数が５４１軒あ

ったということです。この５４１軒の数え方ですが、基本的には街道に面した家が５４１軒というふうに理解をしていただけれ

ばと思います。当然その後ろ側にも家は立ち並んでいるわけなのですけれども、ここは数えてないと思います。そのうち、

弥次さん喜多さんのように旅行をする人が泊まる旅籠屋、これが７２軒ありました。実はこの７２軒というのは、県内には東海

道の宿場が９つあるのですけれども、小田原と戸塚に次いで３番目に多い宿場です。何故多かったのかという理由なので

すが、どちらかというと江戸に近いので、川崎はあまり宿泊の多い宿場ではなかったと思います。 

大名の参勤交代でも川崎で泊まることは少なかったと思います。日本橋朝七つ発ちというように、夜明けとともに日本橋

を出発すると、朝ごはんを食べるのが川崎くらいということで、川崎で泊まることはほとんどない割に旅籠屋の数が多いとい

うことでした。これはひとつには六郷の渡しがありましたので、時には多摩川が夏から秋にかけて氾濫しますと、川止めに

なって渡れないお客さんを処理しなければいけないので、やっぱり旅籠屋が必要だったという事と、もうひとつは江戸の人

たちがちょっと気軽な旅に出る、物見遊山という言い方をしますけれども、電車もなければ車もありませんから、当然歩いて

の旅になりますので、そうすると 1 泊くらいで、ちょっと遊びに行こうという範囲に、川崎大師が入ってくる。羽田の弁天も入

ってくる。ということで、風光明媚な場所にちょっと物見遊山に出てという、江戸の人たちが割と川崎には多く来たのかなと。

弁天、大師を参詣したら、そのまま帰るのではなく、ちょっと川崎で泊まってというようなことで、多分旅籠屋が多かったの

ではないかと思います。 

さて川崎宿に住んでいた人々は、２,４３３人という人数になります。これは男女の内訳で見ますと、男性が１,０８０人、女性

が１,３５３人と、２７０人ほど女性の方が多いという形です。出生率とか、女性の割合がとか、そういう事ではなくて、宿場で

すので旅籠屋もあります。茶店もあります。お給仕係として女性が働いている場合が非常に多い関係で、人口的には女性

の数が多いと、これは川崎に限ったことではなくて、品川辺りになると、もっと数が多かったりします。なお人口比率的には

建物の数と同様に、新宿、砂子は非常に人口が多かったということになります。さて、そうした宿場の中には特別な施設と

いうのがありました。ひとつには本陣と呼ばれているものです。これはもう皆さん方もよくご存知だと思います。  

参勤交代の大名ですとか、あるいは朝廷の使節ですとか、そういった高貴な人たちが、一般の人と一緒に旅籠屋に泊

まるという事はありませんので、それなりの宿泊、休憩施設として、宿場に備えられたのが本陣と呼ばれるものです。川崎

宿には３軒にあった時もあるのですけれど、江戸時代を通じて２軒であったと言っております。上の本陣、下の本陣とありま

して、上の本陣が佐藤本陣、今の川崎信用金庫のはす向かいくらいにありました。 
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それから下の本陣は田中本陣、かつて深瀬医院という病院があった辺りがちょうどその所在地になります。この上と下な

のですけれども、今と感覚は違います。今は東京に行くときに乗る電車は上り電車、川崎に来るときには下り電車ですけれ

ども、江戸時代はまだ天皇は京都におりますので、京都に行くのが上り、江戸に来るのは下りという形になりますから、それ

ぞれ上下も今とは考え方が逆転になっていまして、上が京都方、下が江戸方という形になります。 

宿場によってはこの本陣だけでは賄えないので、脇本陣というのもあったりするのですが、先ほど言いましたように川崎

宿にはそんなに大名が泊まったりする事はありませんので、脇本陣等はなくて、本陣２軒で賄っていたという事ことです。こ

のうち田中本陣は有名な田中休愚を輩出した本陣になります。田中休愚は「民間省要」を書いて意見書を吉宗に提出し、

後には代官格までなったと、川崎では泉田二君と言いまして、小泉次大夫と田中休愚が歴史上の人物で有名なのですが、

その田中休愚は田中本陣の当主でした。もう一つの佐藤本陣、これは近代になってから湖畔の宿などを作詞したという人

なのですが、佐藤惣之助という詩人の出身が、この佐藤本陣でした。それ以外にも、宿場というのは本来荷物ですとか、

手紙ですとかを継ぎ送る業務をするために設置されたものですので、そうした業務を行う問屋場、これは「トイヤバ」と読み

ますが、問屋場ですとか助郷会所ですとか、ちょっとした役所的な施設も宿場の中にありました。それから、お寺は１１カ寺、

神社はなんと１３もあったと記されています。 

また、稲毛神社は昔、山王社という呼び方をしていたのですが、実は稲毛神社は川崎宿の中には入っていないのです。

隣りの堀ノ内村にありました。駅から近いのでつい川崎宿かなと思うのですが、実は堀ノ内に入りますので、稲毛神社はこ

の数の中には入っておりませんということです。 

それでは、川崎宿がどのように変化していったのか、まずは市制施行時くらいまでを、眺めていきたいと思います。 

新川を抜けますと小土呂も少しの家並みがあるのですが、後は八丁畷の方にも向かって松林なのか解らないのですが

並木が続き寂しくなっていきます。家並みはずっと宿場に沿ってあるのですが、その裏の部分は、ほとんどは田んぼで、普

通の農村風景が広がっていたものと思われます。 

ですから都市・川崎の原風景は、東海道に沿って形成された町場であったという事になるかと思います。 

そして幕府が倒れて、明治新政府によって新しい時代が幕明けになります。そのなかで川崎が一変したのは何だったか

と言いますと、明治５年に新橋と横浜の間に、陸蒸気と呼ばれた鉄道が開通したことでした。 

これに伴いまして、川崎駅というものが、今でいう本当の駅ですが、その駅が設置をされたということで、これが一つ川

崎の近代化の大きな足がかりになったと言えるのではないかと思います。 

図①は、実は開通前の明治４年に描かれた想像の汽車です。おそらくこんなものだろうなぁって言って描いたものなの

で、何とも言えない模様の電車が走っていますが、一方で多摩川には渡し船があり、また農耕する人々が描いてある風景

（図①） 合蒸気車鉄道之全図 昇斎一景画 明治４年(１８７２)
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は、実景に近いのでしょう。ちなみに汽車の絵ですが、こんな変なマッチ箱に乗っかっているはずないです。屋根もついて

いないところに人がたくさん乗っていて、蒸気機関車の前にも黄色い箱みたいなものが見えたりしています。さて多摩川に

は橋が、鉄道橋が架かっております。これは多分実際に見て描いたのだと思います。鉄道は明治５年ですけれども、その

前の年、明治４年に、初代の鉄道橋が多摩川に架かっております。これは絵なのですが実物が写真③になります。 

写真③は外国人居留地にいたブラックという人が、『FAR EAST』という新聞を発行していたのですが、当然、当時写真

印刷技術がないので生写真を新聞に貼り付けて販売をしておりました。これは鉄道開通の記念号、明治５年１０月１６日に

発行された『FAR EAST』に貼られていた多摩川最初の鉄道橋になります。当初は鉄橋ではなく、木でできた木橋でした。

また複線ではなくて単線、線路は一つしかないというものになります。この写真は、唯一明治初期の川崎を撮った写真で、

最古の写真と言えるかと思います。そして、その当時の街並みというのが図②になります。 

ちょっとわかりづらいのですが、梯子みたいな線が鉄道になります。ちょうど空欄に抜けているのが、ほぼ川崎駅があっ

た所だろうということです。中央のオレンジ色の道、これが東海道になります。これは明治５年から１０年くらいまでの間の地

図になりますので、鉄道は走っていたとしても、駅があったとしても、まだ駅前というのがほとんど開発されていなくて、中心

部分はやはり旧東海道でした。 

よく一般には駅ができて東海道が廃れたと

いいますが、まだまだ街道沿いには建物は立

ち並んでいて、明治初期にはまだ賑わいは旧

東海道の方があったといえるでしょう。さてこの

後明治３２年になりますと、今の京浜急行の前

身である大師電気鉄道が敷設されて、より川

崎の近代化が進んだという事になるかと思い

ます。 

大師電気鉄道は翌年には京浜電鉄と名前

が変わるのですが、東日本では初、全国でも３

番目の電車という事になります。最初に電車

が走ったのは京都です。２番目に走ったのは

名古屋です。そして３番目に走ったのが川崎

でした。ですから、東京に電車が走る前に川

崎には電車が走っていたという事です。これは

大師参詣者のために敷設をしたわけですが、

（写真③）多摩川最初の鉄道橋 「Ｆａｒ Ｅａｓｔ」１８７２年(明治５) 

（図②）川崎駅全体之図 明治時代初期
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電車が走るという事は電気を供給しないとならないという事で、発電所は当然、今みたいに大型じゃないですけれども久

根崎辺りに小型の発電所が設置されました。そうしますと、鉄道だけに電気を与えていると、ある程度余剰の電気が生ま

れてくる。それが今度、川崎町の方にも分けられる様になってそれまで蝋燭だった暮らしが、少し電灯が点くようになる。電

車が走るっていう事は交通インフラ的にも非常に重要なのですが、生活を向上させるうえでも、電気があるということは川

崎の発展に大きな貢献をしたのではないかと思います。 

そうして電車が走り、人口も次第に増えていく中で、大正１３年７月１日に、当時の川崎町と大師町、それと御幸村、この

２町１村が合併しまして、川崎市が誕生したという事になります。面積は２町１村で、約２２,２ｋ㎡、人口は約４万８千人という

事で、人口規模では全国で４９番目の市となりました。 

なぜ川崎市ができたのかという話は長い話になってしまうのですが、その一つのきっかけが大正１０年に川崎町では独

自で敷設した水道でした。当時は井戸水ですとか二ヶ領用水の水が一般の飲料水や生活用水として使っていたものです

から、非常に不衛生で、町民たちの大きな問題になっていました。その中で、川崎町は独自で上水道を敷設し、今の中原

区の宮内という所に多摩川からの取水口を作りまして、そこから延々今の府中街道の下を木製の水道管を通して川崎町

まで通水しました。これにより川崎の町民は非常に良質な飲料水が飲めるようになったことから、是非この飲料水を私たち

も使いたいということで大師町の人や御幸村の人たちが、川崎町の人たちと協議をした結果、行政区域外に水を供給す

ることは非常に難しいということになり、最終的には合併をして一つの行政単位になることで、水道利用ができるようになり

ました。つまり生活インフラの一つの上水道が川崎市の誕生に大きな役割を果たしたわけです。また同時に、これ以前か

ら工場も多く進出してきていたことから、この大正１３年の市制施行を機に川崎は都市として大いに発展していくということ

になります。 

なお先ほど電車の話をしましたが、写真④は開通当初の大師電気鉄道です。その後路線が延びまして品川と横浜まで

延びると、京浜間電車全通、当時のポスター（図③）でもわかりますが、 どんどん京浜電鉄は路線を広げていきました。 

次に、図④は市制施行時の地図になります。大日本職業別明細図は全国的に作られた明細地図なのですが、そのうち

の川崎という事になります。大正１４年の４月に作られました。なかなか見づらいかもしれないのですが、図⑤がアップにし

たものになります。鉄道がここに２本引かれているのがわかるかと思います。向かって左側が今のＪＲ、国鉄になります。右

側が京浜電気鉄道という形になります。京浜電気鉄道は途中から分岐しまして、多摩川沿いを進んできますが、これが今

の大師線になります。 

屈曲して進んでいる道があります。これが旧東海道になります。斜線が引いてあるところが一般にいう市街地と呼ばれ

ているところになるわけですが、先ほどの明治初期の地図と見て比べますと、大分川崎駅の駅前にも、市街地が東海道か

ら延びてきて形成されているというのが、おわかりいただけるかと思います。一方、駅の反対側には東京電機、今の東芝、

（写真④）京浜電気鉄道沿革 (明治３５年)より （図③）京浜間電車全線ポスター （明治３８年）
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堀川町のところにあった東芝の工場がここに進出していますし、多摩川沿いには明治製糖、最初は横浜製糖といいました。

さらに多摩川を河口に進むと鈴木商店の味の素があり、またコロムビアの工場が出来ていたりとしていました。それから富

士瓦斯紡績が今の競馬場のところにあったということで、旧東海道から川崎駅を中心に市街地があって、その周りを取り

囲みながら多摩川沿いに工場が進出してきているというのが大正１３年、１４年当時の川崎の姿というふうに言えるのでは

ないかと思います。 

そこでこれから川崎駅周辺の移り変わりを見ていく上で、一つには川崎が工業都市、産業都市として発展したということ

は非常に大きな意味をなしておりますので、まずそのあたり、産業都市としての川崎、どんな形で工場が進出してきたの

か簡単に話をしていきたいと思います。 

1.産業都市・川崎 

川崎に工場が進出してきて、工業都市、産業都市としての原型が作られ始めますのは、明治の４０年代になってからで

す。当時はちょうど日清戦争あるいは日露戦争後に形成された産業資本が、工場用地として安くて広い土地を各企業が

求めていた、という時でした。そういう中で川崎という場所に目が向けられるようになり、そうした企業に対して、当時の川

崎町長であった石井泰助をはじめ、地元の有力者たちも、今後の川崎を発展させるためには、そうした資本が入ってくる

ことが非常に重要であると、積極的に工場進出に協力いたします。 

進出してきた代表的な工場には、横浜製糖が明治４１年、東京電機も明治４１年、日本蓄音機商会は最初、日米蓄音機

製造という会社だったのですが、明治４２年に川崎に進出をしてきております。日本改良豆粕、これは堀ノ内に大正２年に

進出をしてきております。豆粕って何かと言いますと、大豆の油を精製する会社になります。大正９年くらいに廃業してしま

います。それから鈴木商店、現在の味の素が大正４年に工場を稼働させております。 

さらに富士瓦斯紡績、これは大正４年に稼働します。また富士製鋼はちょっと駅から離れるのですけれども、大師河原の

（図④）大日本職業別明細之内 川崎市   大正１４年[１９２５]４月
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方に大正６年に稼働します。このように明治の末から大正にかけて、次々と工場が進出をしてきました。 

その一方で、内陸部における工場進出に併せて川崎の沿岸地域では埋め立てによる工事が進捗をいたします。それ

が有名な浅野総一郎による埋め立て計画という事になるのですが、明治の末期には、その計画は本格化しまして、大正３

年までには鶴見の方から順番に埋め立てが進んでいったということになります。そうして埋め立てが出来ますと当然のごと

く、その埋め立て地を利用して工場が進出してくるということで、大正３年には日本鋼管が若尾新田という所に進出して操

業を開始します。その後も浅野セメントですとか、日本トラスコンですとか、富士電機、日本電力、東京電燈、日清製粉、

昭和肥料という会社が次から次へと埋め立て地域に進出するということになります。 

浅野セメントは大正６年に田島にありました大島新田に進出しました。同じように大正１４年、市制施行以後ですけれども、

富士電機が田島に進出をしてくると、日清製粉は１５年に鶴見との境の大川町の辺りに進出をして、昭和肥料、今の昭和

電工になりますが、昭和６年に扇町の方に進出をしてくることになります。 

ちなみに、よく白石町とか大川町とかあの辺りの埋め立て地の町名はみんな埋め立てに関わった人たちの名前がつい

ています。日本鋼管の社長が白石さんなので、白石町、浅野の協力者の大川さんの名で大川町。そうすると浅野町って

ないじゃないですかとよく言われるのですが、そこは意識的かどうかわかりませんが、浅野総一郎は自分の名字はつけず

に、その代わりに家紋の形の扇を名につけて扇町としました。 

さてこのように工場が次々に内陸部、沿岸地域に進出してくると、工場は人がいないと稼働がされませんから、工場が

増えるということは、当然のごとく川崎に、労働者が次から次へと集まってくることになります。 

まだ市は誕生していませんので、川崎町の人口になりますが、例えば明治４１年ですと川崎町の人口は７,２３９人でした。

ところが、大正６年になりますと、その約１０年後になりますと、１７,５７６人という形で約２,４倍と、人口は増えています。 

さらに、市制施行直前の大正１２年になりますと、２７,２００人と、明治４１年の数字からしますと３.７５倍ということで、着実

に工場の数が増えてきますと人口も増加したといえるでしょう。労働者が必ずしもすべて川崎に住むということではないで

すから、当然通勤してくる労働者も多くなってきます。国鉄の川崎駅、あるいは京浜電鉄の今の京急川崎駅には、大量の

通勤労働者たちが押し寄せてくるということになりました。工場が集まり、人が集まることによって、これまでは京浜電鉄と国

鉄しかなかった部分に、今度は交通網の整備が進められるようになってきます。 

2.交通網の整備 

ちなみに京浜電鉄は、今は小島新田までですけれども、かつては川崎から大師の間を走っていました。そこから先、本

当は、どんどん線路を延ばして鶴見の方まで行きたかったのですが、資本の問題から、当時の海岸電気軌道っていう会社

が作られまして、それが今の鶴見の総持寺から大師の方に向かって線路が引かれ、京浜電鉄とドッキングすることになりま

した。海岸電気軌道というとピンとこないかもしれませんが、鶴見臨港鉄道と言うと、「あぁ、あの電車か」と思う方もいらっ

しゃると思いますし、現在のＪＲ鶴見線がほぼその路線に近いかたちだと思います。繋がっていたのがなぜ離れてしまった

かというのは、塩浜に国鉄の操車場ができ、いろいろな事情があって分断されてしまい、今その名残で京急の大師線は、

小島新田まで行っているということになっています。 

Ａ 川崎乗合自動車（通称「ぎんばす」） 

電車のあるところはいいのですが、無いところは川崎駅で降りると、あとは歩いて工場まで行かなくてはいけませんでし

た。遠いところだと４㎞くらい歩かなくてはなりません。４㎞と言うと１時間ですから始業時間が８時半だとしたら、７時半には

川崎駅に着いていないと、始業に間に合わない。それでは大変だということで、昭和２年、川崎乗合自動車株式会社が設

立されます。通称「ぎんばす」と呼ばれていたバスになります。 

  懐かしいボンネットバスですね。シュヴォレーとかフォードとか国産では当然ないバスで、銀色だったので「ぎんばす」と

呼ばれていました。こうしたバスが導入されまして、バス路線が工場と駅を結ぶ形で出来てきます。この川崎乗合自動車

バスというのは、昭和１０年になりますと、鶴見臨港鉄道に経営が移りまして、後々、今の鶴見臨港バスに繋がっていくので

すが、昭和２年になると労働者向けの工場地帯の足となるバスが整備されていきます。 
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どのくらいの路線があったのかということなのですが、図

⑥は昭和１３年の川崎乗合自動車の路線図になります。

昭和１３年頃は、多摩川に向かってはまだ埋め立て地が

出来ていない頃です。日本鋼管や富士電機、浅野セメン

ト、それから大師線に沿っても、バス路線があります。川崎

駅の西口からは全然出ておらず、東口からしか整備され

ていません。これは東口、すなわち海側にある工場の労

働者のためにバスの整備がされたということが言えるので

はないかと思います。このようにバスの路線も整備をされ

ていくという形になります。 

Ｂ 川崎市営電車 

時代は少し新しくなって戦時下になってくるのですが、バ

スだけでは賄いきれないということで、太平洋戦争末期の

昭和１９年、川崎市は５か月間の突貫工事で市電を走らせ

ます。川崎駅前には市電の駅ができ、そこから塩浜までの

間、約6.7㎞を運行します。昭和２０年の４月に川崎大空襲

があって、甚大な被害を被ったのですが、その僅か数か

月後にはすぐに営業を再開しました。 

Ｃ トロリーバス

さらに戦後になりますが、「トロバス」「トロバス」と言われ

た、いってみれば電車とバスがくっついたような乗り物です。

当時ガソリン代が高騰し、電気で走るバス、トロリーバスが

昭和２６年に開業しております。これもいろいろな路線で各

工場に向かって走っていました。写真を見ていただければわかるように、バスからパンタグラフが出ていて、上には電柱か

ら電線が張ってあり、それに沿って走っているというものです。市電やトロリーバスは戦後の労働者のために、あるいは地

域住民のために非常に活躍をしたのですが、次第にだんだんと利用者も少なくなり、車の時代になるなど、逆にこのトロリ

ーバスが道の邪魔になり、市電もまた邪魔になり、むしろトラックや車が走れるようにということで、利用者も激減していく中、

トロリーバスについては昭和４２年に廃止、市電についても経営の合理化という理由で昭和４４年には廃止になってしまいま

（写真⑤）ぎんばす車両：シュヴォレー１９３７年型 （写真⑥）ぎんばす車両：フォード１９３６年型

 （図⑥）川崎乗合自動車路線図

 （写真⑦）川崎市営電車
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す。かつては川崎にもこのような乗り物が走って活躍して

いたということを、知っていただければと思います。 

3.変わりゆく川崎駅前 

いよいよ川崎駅前の変化を見ていきたいと思います。 

写真が残っているのはどうしても戦後になってしまうので、

中心は戦後ということでご承知おきいただければと思いま

す。先ほどもお話しましたように昭和２０年の４月に、川崎は

大空襲に見舞われまして、市役所の本庁舎を残してほと

んど焼け野原になってしまったということはよくご存知かと

思います。そこで焼け野原になってしまった川崎を復興さ

せるということで、昭和２１年８月に戦災復興区画整理事業

というものが始まります。 

それによって戦前に比べて川崎駅の東口広場を大きく

広げ、あるいは東に延びる２本の幹線道路、市役所通り

と新川通りなのですが、それを新たに広く整備をするとい

うようなことをしながら、川崎周辺地域の市街地の区画整

理を含めた復興計画が作られていきます。 

そうした中、川崎駅周辺では戦後間もなくして川崎駅

を復旧して仮駅舎というものが出来上がり、最初はバス

の運行に便利なように、ロータリーが整備されたということ

です。写真⑨は、整備された直後くらいの写真になります。

これはちょうど多摩川の方から横浜方面を見ている写真

になります。ですから、走っているのが京急です。工場が

ありますけれども、これが大日日本電線になるかと思いま

す。ここにロータリーがあって、ここの真ん中に池があった

ということです。写真⑩、もう駅舎も大分整備をされており、

京急が走り、かなり賑やかな感じでバスが走っていて、真

ん中に噴水みたいな池があり、ちょっと休憩できる形にな

っています。奥の方にマツダランプと書いてありまして、

東芝の堀川工場の所が見えるかと思います。これがだい

たい昭和３０年頃ということになります。図⑦は、昭和２６

年に出されました川崎駅付近繁華街明細案内図になりま

す。国鉄の川崎駅と京急川崎駅の位置はわかるでしょう

か。また駅といっても駅舎ではなくて、プラットホームだけ

があるっていう形のところですが、ここが市電川崎駅にな

ります。国鉄の駅は仮の駅なのですが、昭和３０年代になって駅舎の改築も始まりまして、昭和３４年に最初の駅ビルが誕

生いたします。 

県内でも最初にできた駅ビルということで、昭和３４年４月、地下１階、地上５階の駅ビルが誕生します。合わせて駅前の

商店ですとか、ビルも出来て次第に賑やかになっていきます。写真⑪が建築中の駅ビル、完成後が写真⑫になります。ロ

ータリーの形も大分変ってきて、すごい数の車が停まっているのがわかるかと思います。そうした中でこの写真を見てもお

わかりいただけるように、一つの大きなネックになっているものがあります。そうです。京急の線路です。邪魔はしていない

（写真⑨）整備・工事中の川崎駅前 昭和２０年前半

（写真⑩）川崎駅前に完成したロータリー 昭和３０年頃

（写真⑧）トロリーバス
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（写真⑬）路面を走る京急                    （写真⑭）地下道の完成

のでしょうけど、この駅前の広場と反対側とを完全に分断してしまっているということがわかるかと思います 

  路面を走る京急を見てください。写真⑬、これは多分市役所通りだと思いますけれど、踏切があるために車もそこで停

めら、当然人も横断できない。これをなんとか解消しなければならないということで、昭和３７年に駅前のロータリーの中央

に地下道が完成します。それが写真⑭になります。これはまさに開通した時でしょう。「祝 川崎駅前公共地下道開通」って

書いてあります。また当時は着物の人が多かったのだというのも、これを見てわかるかと思います。 

こうした形で、車は相変わらずまだ踏切でつかまってしまうのですが、人に関してはこの地下道ができたことで、駅と反

対側から、あるいは駅から反対側に行くにも、非常に便利になったということになります。 

本当は地下街も造りたかったみたいなのですが、そこまでは出来ずに地下道にとどまったという話です。 

昭和３９年になりますと、京急の線路の高架化の工事が始まります。写真では高架の橋桁みたいなのだけがあり、電車

はまだこの脇の下の所を走っている状態

です。昭和４２年にやっと高架の工事が

完成をしまして、写真⑮のように堂々と

上を電車が走ることになり、車は踏切に

引っかかることなく高架の下を往来でき

るようになりました。昭和４２年ですから１

９６７年、東京オリンピックから３年後に、

やっと解消されたということになります。 

それからまだ５０年も経っていないので

すが、こうして次第にその時々の社会状

（図⑦）川崎駅付近繁華街明細案内図

（写真⑪）建設中の駅ビル （写真⑫）完成後の駅ビル [昭和３８年頃]
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況に合わせる形で駅前の整備が進むと、駅前もどんどんと

賑わいを見せまして周辺地域には商店街が形成され、ある

いはいろいろなビルが建つようになってきました。 

  写真⑯ですが、左は日航ホテルになります。今と向きが

違いまして南を向いています。だいたい今のルフロンの位

置です。それがその後９０度まわって、今の位置に移ったこ

とになります。日航ホテルは昭和３９年に完成したということ

で、オリンピックの年にはホテルも川崎駅前に誕生したとい

うわけです。結婚式場ですとか、ショッピングコーナー、レス

トランもあって、非常に人気があったと言われています。反

対に目を移しますと、写真⑯の右側ですが、太田病院周辺

を撮った写真だと思います。昭和３８年の新聞記事を見て

みますと、こうして川崎駅前周辺には鉄筋の建築物とい

うのが、続々と建てられまして、終戦直後の４５倍に増え

たというふうに報じられています。このように建物が次か

ら次へと出来ていって、かなり今に近い景観の街が形成

されてきたということが言えるかと思います。 

そして、昭和２４年に商業組合が誕生し、本格的な商

店街が形成されます。川崎駅から海の方に向かって右

手にある商店街が銀映会通り、中央が銀柳街通り、左手

が銀座街通りという形で、それぞれの名前に「銀」がつい

ていたということになります。また昭和３７年になりますと、

銀柳街にはアーケードも設置され、その２年後には銀座

街の方にもアーケードが設置をされ、天候に関係なくお

買い物ができるようになりました。更には色んなイベント、当時ですとウルトラマンが来るイベントとか、いろいろあったみた

いですが、そのような催事を開催して商店街は非常に賑わったということです。 

銀座っていうのは賑わっているところというイメージなのですが、では銀映というのは何かと言いますと、後でお話します

けれどもミスタウンという映画街があった通りになりますので、銀映通りという名になります。銀柳街のところは、昔は映画通

りと言っていたと聞いております。映画街の方へ行く道ということでそう呼ばれたのですが、その商店街を作る時に何か名

前をといっていったときに銀は当然、映画の銀幕の銀を使い、では柳はというと、定かではないのですが映画街を作った

美須さんが、寄付をしまして、その寄付金をもとに通りに柳がずっと植えられていたらしいのです。当時の岡田屋の専務の

人が、その柳の道だっていう事で、銀幕と柳で銀柳街という名前にしたと言われております。 

こうした形で「小美屋」ですとか、「岡田屋」、あるいは「さいか屋」、そうした百貨店、デパートも駅前にでき、その裏側に

は東海道に沿う形で商店街が連なるようにできていきました。駅前は広場が広くなって、それまで交通の障害になってい

た京急も高架になり、交通の利便性が図られ、その周りには労働者たちが工場からの帰宅にちょっと一杯やってみようかと

いったような繁華街が駅前周辺に広がっていったというのが、昭和３０年代から４０年代にかけての川崎の駅前の様子とい

えるのではないかなと思います。 

そんな街を景気づけるというか、その起爆剤になったのが、やはり一つには川崎の映画街と言われていますので、昨年

「近代川崎人物伝」という展覧会を開催した際に、少し調べたこともありますので、その映画街を作った美須鐄さんについ

て、最後に少しご紹介をして、今日の話は終わりたいと思います。 

     （写真⑮）高架の完成

（写真⑯）日航ホテルと太田病院付近
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4.美須鐄氏と映画の街 

美須さんですが、お生まれになったのは明治２０年、亡くなったのは昭和４７年ということです。生まれたのは川崎ではな

く、現在の栃木県の烏山町という所です。１２歳まで栃木県の真岡で丁稚奉公しておりまして、１４歳で東京に出てきたとい

うように言われております。明治３８年から日本橋三越で働き始め、２８歳で独立した後、住宅経営をしたりですとか、映画

館をつくったりということで、自ら街づくりを始めたと言われております。少しその人柄だけを紹介をしておきますと、映画興

行を中心に映画街をつくったという文化的な貢献もあるのですが、もう一つ、美須さんは事業即奉仕という考え方を持って

いらっしゃいました。戦後間もないころ、貧しい家庭が非常に多かったという中で奨学金制度を設けて学費が払えない高

校生たちのために、奨学金を与え、あるいは女性に対しては手に職をという事で、洋裁学院を開いて、そこで勉強しても

らい、また川崎ですと川崎小学校にプールをつくったり、あるいは敬老会、婦人団体、共同募金の運動など、こうした社会

福祉にも非常に貢献したということで、昭和４４年には神奈川文化賞を受賞されております。 

そうした美須さんは、いきなり川崎に出てきたわけではなくて、先ほど言いましたように２８歳で独立したのは大正３年、１

９１４年になるのですが、東京の日暮里に土地約２,０００坪と借地で１,０００坪を自分の敷地としまして、日銭ではたらく人た

ちのために安い家賃で住める家を提供するということで、そこに長屋を建てたというのが、美須さんの事業の最初と言わ

れております。 

地元では１００軒長屋というふうに言われていたらしいのですけれど、そうした住宅をまず建設しました。それが軌道に乗

りますと、関東大震災の前年なのですが、大正１１年に、やはり日暮里の金杉町に初めての映画館である第一金美館と呼

ばれるものを開館いたします。ところが翌年、関東大震災に見舞われまして、あっという間にこの金美館も潰れてしまいま

す。でもそこで挫けることなく、すぐに第一金美館を復興させるだけでなくて、第二金美館、第三金美館と、次々と映画館

を建設します。さらに日暮里だけではなくて入谷ですとか千住ですとか、次々と東京の各地区に映画館の建設を続けまし

て、いわゆる金美館チェーンというものを作っていきます。具体的には最初に作り始めた第一、第二、第三金美館以外、い

ま入谷ですとか千住も言いましたけれども、あと西新井、大井、大崎、白山、王子、大塚、十条、巣鴨、高円寺、阿佐ヶ谷、

渋谷、目白ですとか、昭和１２年までのだいたい１５年間に、都内各地に次々に映画館をつくって、その経営をしていったと

いうことになります。そうした中で昭和１１年に川崎駅前の土地約１０,０００坪をこの美須さんは購入をいたします。 

当時、美須さんはどういっていたかといいますと、最初に川崎の地を「沼地」って彼は言っているのですが、『沼地を前に

腕を組んだと果たしてこの土地を買ったものなのかどうなのか、ただもう美須の頭の中には、他に一様に賑わっていた有楽

町や銀座ですとか、頭の中のイメージが出来ていまして、是非この土地を買って映画街を造ることで一大娯楽の街が出来

上がるだろう』とひらめいたそうです。それで思い切ってこの１０,０００坪の土地を購入しまして、その翌年昭和１２年には川

崎松竹座、川崎オデオン座、川崎東宝第一劇場、川崎銀星座、それから実演花月劇場、それから産報館といったように、

６館を一挙に建築しまして、まさに映画の街の最初を築くということになります。それ以降戦時下の中でも、この駅前に限ら

ず浜川崎の方にも映画劇場を造つくり、あるいは高津の方にも映画劇場をつくったといわれております。 

やっと軌道に乗り始めた昭和２０年４月、川崎の空襲によって全て燃えてしまって灰塵と帰しますが、そこでがっかりする

かなと思ったら、その昭和２０年７月、まだ終戦の詔勅が出るその前の月に川崎銀星座を復興させるのです。 もう戦争の

末期なのですが、この焼け野原の川崎に、もう将来に何をすればいいのか夢もないような市民のために何か娯楽をという

ことで、この終戦ひと月前に映画館１館を復興させました。これが川崎の街の復興の一つのシンボルとなって、以後、映画

街を軸に先ほどの銀柳街ですとか、銀映会ですとかといった商店街が次々と出来上がって、駅前の復興に拍車がかかっ

たと言われております。 

昭和２５年以降にはもう一つの拠点である蒲田にも土地を収得しまして、蒲田駅前でも映画の街をつくり始めます。それ

以外にも川崎の小田ですとか、大師ですとか、追分ですとか、御幸ですとかという地区にも、映画館を建設していきまして、

ミスタウンと呼ばれるように、川崎駅前の映画街、これを中心に美須さんは映画興行に邁進したということが言えるかと思

います。 

さらに美須さんはマンモス化第一期計画というのを立てて、昭和３６年にグランドオスカーというキャバレーを建設します。

それから翌年には総工費約２億５千万といわれておりますけれども、川崎グランド劇場という映画館をオープンさせます。こ
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れは何かと言いますと、今のシネマコンプレックスです。要はそれまで、川崎松竹映画館のほか、東宝やオデオンなど、配

給会社ごとに映画館をつくっていたのですけれど、そうではなくて全配給を一つの映画館の中に全部収めこもうということ

で、松竹、東宝、大映、東映、日活の邦画５系統、プラス洋画の４系統、さらにこの時には巨大な７０ミリ系シアターという、

今ではほとんど残っていない大劇場をつくりまして、全部で１０系統の映画がその中で観られるような映画館を造りました。

美須さん自身は映画のデパートだというふうに言っているのですけれども、まさに現在のシネコンに匹敵するものを、昭和３

７年にオープンしております。さらに映画だけではなくて、美須ボウルというボウリング場を造ったり、マンモスプールを有す

る美須スポーツセンターを造ったりですとか、次々と映画に限らず娯楽の街として「ミスタウン」を築き上げてきました。 

マンモスプールは結構人気で、夏場はプールで冬場はスケート、そういう事業もやっていたということです。それ以外に

も、美須学院と後に言われる、タイピングを教えたりですとか、洋裁を教えたりする学校を設立します。またその他に一つ

面白いのが、あまりこれも知られていないのですが、昭和３０年、日米テレビジョン株式会社を設立しております。これは何

かと言いますと、テレビ製造会社です。昭和２７年に、当時世界的にもテレビでは技術を持っていたオランダのフィリップ社

とアメリカのＲＣＡと技術提携をしまして、テレビ製造メーカーとして立ち上げたのが、この日米テレビジョン株式会社です。

なぜこのような会社を作ったのかというと、さすがに先見の明があるというか、いずれ映画ではなくてテレビの時代も…とい

うことで、そのテレビづくりも始めたわけです。日米テレビジョン株式会社は今の教安寺の裏手側、ですから、ミスタウンか

らちょっと外れたところになるのですけれども、そこに会社をつくりテレビを製造していたのですが、駅の反対側には東芝が

あり、やはり大企業がそれを始めますと、なかなかうまくいかないということで、その後、テレビの方から手を引くことにはな

るのです、こうしたことも行っていました。 

 それともう一つ、美須さんがやったことで面白いのは、川崎市民映画コンクールです。今年ちょうど、市民文化室がシネマ

アワードということで、川崎を舞台にした映画の投票をしておりますけれども、その宣伝をすでに美須さんは行っておりまし

た。これは神奈川新聞社と共催で昭和２８年から昭和４５年まで、１８回にわたって、この市民映画コンクールを開催してお

ります。要は市民の投票でその年一番よかった映画、あるいは一番よかった男優、女優、その人たちを選ぶコンクールに

なります。第１回、昭和２８年に１位に選ばれた映画は「東京物語」でした。２位が「地獄門」で３位が「夜明け前」と。男優は

該当がいなかったみたいなのですけれども、女優は若尾文子が受賞しました。ちなみに第２回は、第１位は「二十四の瞳」、

第２位は「七人の侍」、第３位が「忠臣蔵」、選ばれた男優は石濱明、女優は野添ひとみで、どちらかというと若い俳優さん

が選ばれていたみたいです。回を重ねるごとに、このコンクールでの受賞が若手の俳優の一つの登竜門にもなっていたみ

たいでして、この後、石原裕次郎も出てきます。ただ映画を上映しているだけではなくて、より楽しんでもらう方法として、こ

ういうコンクールも考えながら美須さんは興業していたのかなと思います。 

5.おわりに 

時間もそろそろ終わりになってきましたので、最後に一つ、『幻のＫプロジェクト』というプロジェクトを少しご紹介しておき

たいと思います。 

当時の川崎新聞という、地元の新聞に出ているのですが、昭和４５年１１月２１日付けに、「三菱グループの再開発計画、

明春にも開発組合」といったような記事が出ております。これは昭和４５年に示された三菱グループによる再開発計画という

ものです。戦前から昭和４０年代に至るまでに、先ほども何度か出てきた大日日本電線という工場が、川崎駅の東口、南

側に、約１６,０００坪の土地を持って稼働しておりました。これは三菱グループの会社です。後に三菱電線になりますので、

その部分の工場跡地も使いつつ、ここに三菱グループが川崎のプロジェクトという意味ともいわれておりますが、Ｋプロジェ

クトという再開発計画を立てました。 



14 

（図⑧）川崎新聞

三菱商事によって示されたこの計画なのですが、プランナーは建築家の黒川紀章で大日日本電線、日航ホテル、京浜

急行、川崎鶴見臨港バス等が、開発組合を設置しまして、進めることになっていました。当時、黒川はどう言っていたか記

事を見ますと、この再開発の完成から、川崎は５年後には渋谷、１０年後には新宿に匹敵するショッピングビジネス街に成

長して、川崎のブランドレベルアップにも繋がると、言っております。その黒川紀章の作った模型が、この新聞の写真になっ

ているものです。白いただ抜けている建物なので、どういったものなのかわからないのですが、ショッピングセンターを含め

た、事業費約２２０億円という大プロジェクトが、実は川崎にはあったのです。バラ色の計画とかいろいろと書いてあるので

すけれども、結局のところは、残念ながら昭和５１年にはこのプロジェクトは中止ということになって、全て幻として終わって

しまいます。 

大日日本電線のこの川崎工場跡地はＩＢＭのビルが一部建って、それからルフロンが、三菱グループと西武とによって

作られ、ここまでのプロジェクトにはならないのですが、今のような駅前が出来たと言えるかなと思います。  

それと合わせてちょっと最後に紹介だけします。昭和３０年代にできた駅ビルですけれども、ご承知の通り昭和６０年に建

替えが行われまして、昭和６３年に一部増築もされて、その７月に現在と同じ建物が、川崎ＢＥとしてオープンしております。

あの建物も昭和の終わりに出来上がったという事になるかと思います。 

同じように地下街のアゼリア、地下道ができてからずいぶん経つのですけれども、昭和６１年の１０月に約４４４億をかけ

てオープンをしております。それから今言っていた大日日本電線の跡地のルフロンですが、これも昭和６３年の３月にオー

プンをして、当時は、私も記憶があるのですけれども、横浜の高島屋に次ぐ売場面積ということで、かなり大々的に宣伝を

していたのではなかったかなと思います。同じようにミスタウンも映画街の部分もグランド劇場を含めて建替えが行われまし



15 

て、昭和６２年にはシネコンとしてリニューアルし、イタリアの映画の街の名前をとったチネチッタになりました。 

一方、西口の方は、昭和６０年の時の駅ビルの改築の時に東西の大きなコンコース、東西通路が出来上がって、それを

うまく活用しながら東と西を結び、ミューザ川崎を皮切りに、ラゾーナも出来まして、更にまた東口の再整備が進んで、平成

２３年に今のような駅前ができたということになるかと思います。 

非常に飛ばしながらの話でしたが、景観的にはいま写真で見てきたようなに、その時々の社旗状況による移り変わりの

中で、現在に至っているということでご理解をいただければと思います。 

今日の話は、これで終わりたいと思います。最後までご清聴いただきましてありがとうございました。 

【質疑応答】 

Ｑ：最初の地図に出てきましたばん沼は、だいたい今のどこ辺になるのか、３万坪弱と、先生から前に聞いたのですけれど

も、だいたいどこになるのでしょうか？ 

Ａ：どことなりますと、なかなか難しい所があるのですけれども、一つの目安としてお話すると、ここに黒い線があると思いま

す。これは自然堤防です。今この上に南武線が走っていると思っていただければいいかと思います。ここで曲がって川崎

駅の方に行きますけれども、ほぼそんなところで押さえていただければと思います。 

Ｑ：色々面白いお話を聞かせていただき、ありがとうございました。もしご存知でしたら教えていただきたいのですけれども、

今の京急川崎のヨドバシカメラのアウトレットがある建物が前はボウリング場だったという事を聞いたことがありまして、その

前はさらにプールがあったっていう話を聞いたことがあって、そのプールっていうのは市営とかでやっていたのですか？ 

Ａ：いや市営ではなかったと思います。民間のプールで、どこが営業していたのかは分からないのですけれども、先ほど紹

介した写真集に、たぶんそのプールの写真が入っていたと思いますので、見ていただけたらと思います。美須さんの、美

須スポーツセンターではないです。あれはミスタウンの方に作っていましたので。 

Ｑ：美須さんが映画っていうものを強調して、そういう場所を造ったというのは、何かあったのでしょうかね。映画に関して。 

Ａ：美須さんがオスカー劇場をオープンさせた時のパンフレットが残っています。ここで美須さん自身が、自分の来歴という

か、商売と、今までやってきた事業を色々と述べているものですから、それで先ほど年表ふうに話していたことが分かるの

です。けれどもその中で何故映画にしたのかという、その一つの話として出てくるのは、最初に長屋をつくったりして、衣食

住を中心とした街づくりを一応完成した美須は、次に娯楽に着眼をしたとあります。生活が落ち着けば、次は娯楽なのだと。

それで夏の夜にひと風呂浴びて、浴衣がけで活動写真でも見せてやったら、どんなに喜ぶだろうか、その人たちは、という

思いで、最初の第一金美館をつくったという言い方をしています。だからやっぱりその生活が安定する。じゃあ次は、といっ

たとき、一つの楽しみとして映画を美須さんは考えて映画街をつくったのではないかと思います。 

                                                                   以上
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